
平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  

 

学 校 名 多治見市立昭和小学校 

実 施 期 間 平成２６年１１月３日（月）～８日（土） 

 
 実 施 概 要 

・３日の多治見祭りパレードに６年生が鼓笛参加 

・１週間を「地域参観日」として位置づけ、終日全校を公開する。 

・最終日は、全校授業参観日として保護者、家族の参観日として公開す

る。 

・「ごみゼロ大作戦」を企画し、河川や通学路のゴミ拾いを実施する。 

 
 実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  レ自然   □歴史   レ文化   □産業  レその他 

 公開の方法 
  レ授業公開 レ成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
  レ地域行事等参加 レその他 

 
来 校 者 数 

保 護 者 約 ２４０  人 
計    約 ２５０人 

地域関係者 １０  人 

 
実 施 状 況 

・３日の多治見祭りパレードに６年生が鼓笛参加し、成果を披露した。 

・「学校報」で広報し、保護者及び関係者に参観の呼びかけをした。 

・５日に学校評議員会を設け、授業参観後に懇談会を実施した。 

・５日に児童会の美化委員会主催で「ゴミゼロ大作戦」を１，２校時に実施

し、土岐川と笠原川、通学路のゴミ拾いを実施した。 

・１週間を終日全校公開日とし、最終日には全校授業参観日を設け、参観後

に学級学年懇談会を実施した。 

・授業参観では全学級が道徳と子どもの権利に関わる学級活動を公開した。 

・学級学年懇談会で、これまでの体験学習の様子や学習の成果を保護者に伝

えた。また、６年生は鼓笛演奏を公開した。 

 
成果及び課題 

① ６年鼓笛パレード 

・地域の方に鼓笛の成果を披露することで、地域の方々の学校への信頼感を

高めるとともに、児童に地域の一員としての自覚や達成できた喜びを体感

させることができた。 

② 学校評議員会 

・あいさつが数年前に比べるとよくなっている。横断歩道で止まった車に礼

をしてあいさつしてくれ、気持ちがよい。などの評価をいただけた。 

③ ゴミゼロ大作戦 

・美しい環境を作ることの大切さや地域への感謝の気持ちを育てることがで

きた。地域の方から、感謝の言葉をいただけた。 

④ 地域参観日、授業参観 

・人権にかかわるテーマを扱った学級活動や道徳を行うことにより、児童の人権意識が

高まった。 

・参観日の日に、５，６年保護者を対象とする情報モラル講演会を多治見警察署の協力

のもと、実施できた。 

（今後の課題） 

△今後もふるさとを愛し、地域に誇りや愛着を育む教育を推進する。  

 


